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＜病棟連絡事項＞
・詰所前非常灯の電灯交換を行っています。
＜患者様連絡事項＞
・成田　富士子様～疼痛時カロナール（200）1T/1回　10回分処方となっている。
・船田　泰子様～疼痛時リボトリール（0.5）1T/1回　20回分　主治医不在の為、田
名部Drより処方頂いている。
・清水　志野様～持参薬、当院処方へと切り替え7/31～8/3（火）まで4日分処方と
なる。院内採用薬へと切り替えとなっている為、処方処置版の確認を願います。
・ドースイ美弥様～ARP外泊訓練について息子様へ連絡が付き8/7　10：00～8/8　16：00にて送迎可能との事。外泊申請済み。主治医不許可の場合はキャンセルし本人様へ伝えてください。
＜要注目ケース検討＞
・佐藤　暹様～血圧やや高値持続している。他バイタルサイン異常はない。眩暈、ふ
らつきは持続しているが他不調訴えは無い。歩行への支障はなく足
運びはスムーズ。病的体験に関す訴えは無い。引き続き精神、身体
症状共に観察を行っていく。
・高柳　和子様～各食1/4摂取。摂取量低下見られるため補食対応していく。水分摂
取は自力で行う事出来ている。棟内徘徊や独語持続している。日常
生活能力の低下見られ都度介入している。介入に対する拒否は無い。
危険行為や迷惑行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い適宜継
続指示薬を使用していく。
・沼山　真紀子様～各食1/4程度の摂取。補食は毎食摂取している。補食は詰所周辺
を徘徊しスタッフの動向を確認している。過度な要求や妄想的言
動は無い。対面時はやや素っ気なく表情硬い。問題行動等は無い
が引き続き精神症状の観察を行っていき、適宜食事誘導をしてい
く。
・森　ひで様～スタッフコール頻回で都度対応しているも自己中心的な要求を続ける。
ベッド上にて起き上がり転落の危険性あり。都度説明、ポジショニン
グを行うが理解乏しい。引き続き精神症状の観察を行い必要時には継
続指示薬を使用していく。
・大久保　貴之様～朝食後不調を訴え奇声、大声を上げることあり。他者への攻撃性
は無いが落ち着きの無さ著明である。不穏時継続指示薬内服し訴
え傾聴。以降も易刺激性あり、スタッフの話掛け後に大声で奇
声を上げることあり。引き続き精神症状の観察を行い必要時継続
指示薬を使用していく。
・船田　泰子様～自室トイレにてしゃがみ込み動けなくなっていることあり。スタッ
フ介入し車椅子へ移乗する。転倒や外傷はなし。その後すぐに継続
指示薬使用の希望聞かれ説明行うも理解乏しい。引き続き眠気や動
作緩慢さなどの副作用の症状について観察し内服に関する指導を行
っていく。
＜SST評価検討＞
・沢田　秋子様～目標が相応しくなく変更を提案するが理解乏しい。その際にはやや
語気を強めることもあり。必要な能力をアセスメントしSST短期目
標へと反映していけるよう援助していく。
・中居　伊佐男様、成田　富士子様～SSTに対し怪訝的で協力的な参加ができずにい
る。都度SSTの重要性について説明を行ってい
る。引き続き理解が得られるよう援助していく
必要がある。

